
算 数 科

小学校においては，算数的活動を充実し，数量や図形について実感的に理解し，豊かな

感覚を育てながら，基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させるとともに，数学的な

思考力・表現力を高めることや学んで身に付けた算数を生活や学習に活用することを重視

して，次のような改善を図る。

ア 領域構成については，現行どおり「数と計算」，「量と測定」，「図形」，「数量関係」とす

る。その際，言葉や数，式，表，グラフなどを用いた思考力・表現力を重視するため，低

学年から「数量関係」の領域を設けるようにする。

イ 数量や図形についての知識・技能の確実な定着や，数学的な思考力・表現力の育成を図

るため，算数としての系統性を重視しつつ，学年間で指導内容の一部を重複させる。それ

によって，指導内容をなだらかに発展させたり，学び直しの機会を設けたりするなど，発

達や学年の段階に応じた反復(スパイラル)による学習指導を進められるようにする。

ウ 算数的活動を今後も一層重視していくため，各学年の内容において，算数的活動につい

ての記述を位置付けるようにする。その際，小学校と中学校との接続に配慮する。

エ 「数と計算」の領域では，整数，小数，分数の意味と表し方を理解すること，数につい

ての感覚を豊かにすること，言葉や数による表現力を育てることを重視する。また，計算

の意味を理解すること，計算の仕方を考えること，計算に習熟し活用することの三者をしっ

かり指導することを一層重視する。

オ 「量と測定」の領域では，様々な量の単位と測定について理解すること，量の大きさに

ついての感覚を豊かにすること，面積の求め方などを自分で考えたり説明したりすること

を重視する。

カ 「図形」の領域では，図形の意味と性質について理解すること，図形についての感覚を

豊かにすること，図形の見方を生活や学習に活用できるようにすることを重視する。

キ 「数量関係」の領域では，数量についての事柄を，言葉や数，式，表，グラフなどによっ

て表現すること，二つの数量の間の変化や対応を調べるなど関数の考えを育てることを重

視する。

算数科の改善の具体的な事項は，どのようなことか。


